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９月の主な予定 

5 火 所内講座 

7 木 幼児教育短期研修(発展ステージ) 

8 金 報告会リハーサル 

12 火 いきいき自然体験キャンプ～9/14 

14 木 前期報告会・修了式 

19 火 教育長あいさつ訪問～9/22 

21 木 
所長講話Ⅲ 

スタッフ会議 

22 金 後期研究員入所前研修 

26 火 退所前セレモニー 

28 木 スタッフ会議 

29 金 
域内適応指導教室合同体育 

前期研究員退所 

 

解決したい課題を共有しよう！ 
８月１９日(土)浅野大介氏・日野田直彦氏を招聘し、豊

見城市中央公民館にて教育講演会を開催しました。 

文部科学省等と協働でＧＩＧＡスクール構想を推進さ

れた１人である浅野大介氏からは、教育現場に１人１台

端末を実現した経緯や、ＩＣＴによって広がる教育の未

来を紹介いただくなか「私たちの課題って共有されてい

ますか？」「解決したい課題があるなら、声に出して周り

に助けを求め、対話を通して解決してはどうですか？」

とこれまでの浅野氏の経験を元に knock the door で広

がる未来についてもお話いただきました。 

日野田氏からは、海外での経験や校長としての経験を

元に「何のためにやるのか？」「なぜやるのか？」と疑問

からの深まりや「教師の働き方改革・これからの学校の

在り方」についてお話いただきました。多くの先生方に

ご参加いただき、すばらしい講演会になりました。ご参

加いただいた先生方の感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

＊どのような経緯でタブレットが取り入れられたのか、

世界の実情を知ることができ、ますますタブレットを

授業で活用していきたいと感じました。 

＊授業で教え過ぎな面を反省。生徒に考えさせる、自分

たちで学び直す時間も必要だと改めて思った。 

＊子ども達が楽しめる学校づくりをするためには、教師

がプライベートも含めていろんな経験が必要だと感じ

ました。 

＊これからの時代を生きる子どもたちにつけてほしい力

を考えさせてもらえました。 

＊何のためにやるのかという根拠を軸に、どういう生徒

になってほしいという目的をもつことの重要性を学ぶ

ことができました。 

＊視点を変え、視野を広げ物事を見ることの必要性や、

時代の流れの転換期であることを実感しました。仕事

だけでなく、自分の生き方や家族の事にも絡めて、前

に進むヒントがたくさんありました。 

＊2 学期以降、子どもたちを信じ、主体性を持たせた学

習が進められるよう努めていきたい。 

＊学習意欲の低い生徒もいる中、なぜこれを学ぶのか？

必要なのか？生徒と共に考え授業していきたいです。 

＊頑張っている人に優しい社会・学校にしていきます。 

教 育 講 演 会 

 ８月１４日(月)與儀毅氏(南城市教育委員会参事 

幼児教育センター長)を講師に招聘し、域内の保育関

係者を対象に「幼児教育における遊びは学びであるこ

と」「遊びを通して１０の姿が育まれる」とはどうい

うことかをご講話いただきました。 

 

夏 の 研 修 も 充 実 

～改めて幼児教育を見つめ直す～ 

～評価の困り事を持ち寄ろう～ 

～資質・能力と主体的・対話的で深い学び～ 
 ８月２２日(火)と「資質・能力と主体的・対話的で

深い学び」について塚原健太准教授（琉球大学）によ

る講座をオンラインにて実施しました。資質・能力の

核心から授業づくりの工夫まで講話いただきました。

「対話的な学び(≒グループ活動)は、考えを広げた

り、深めたりする余地のある時に行う」等、今後の授

業に生かしたいという感想が多くみられました。 

 

 ８月１７日(木)小中学校の先生を対象に、吉田安規

良教授(琉球大学)による講座を対面にて実施しまし

た。評価に対する捉え方・考え方について「主体的に

学習に取り組む態度」の評価に悩んでいる先生方に対

して「知識・技能、思考・判断・表現と切り離して考

える事はできない」「外化しないと評価出来ないので、

外化させる工夫が必要」とユーモアを交えながらご講

話いただきました。 


